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短報 I

〇カルガモの喰べた水草（斉 藤 吉 永 ）

会長大滝末男氏が久方ぶりに採集で私を尋ねてくれた。

皇太子殿下が研究材料として希望されているショウブ 

A c o r u s  C a la m u s  L .(サトイモ科）の果実を採りたい 

のだという。

私の住む柏市は手賀沼にのぞみ，利根川も東はづれを 

流れ， この流域には広大な荒地で戦後開拓されて水田に 

なった 1200ヘクタールがあり，今も数多く小さい水路が 

あってショウブも点々と自生しているので，まづここを 

訪れて見た。ホソバオグルマの黄色い花やイヌゴマのピ 

ンクの花，青索色のクマツヅラの咲くあたりに10mに30 

m程の休耕田があって水深10«程のせいか他の休耕田と 

異って水田いっぱいにウリカワS a g i t ta r ia  p y g m a e a  

M i q .(オモダカ科）が生えて白い花が美しい位咲いてい 

た。他にクロ グワイ Eleocharts kuroguwai Ohwi (力 

ヤツリダサ科） も点々とあったが休耕田の真中あたりに 

2 株のアギナシ a g in a sh i Makino (^-

モダカ科）もあった。

ただ気になったのはおびただしいウリカワの葉が水面 

に散乱して浮いていることであった。注意して見ると水 

鳥の羽毛も浮いていたので手に取って見るとカルガモA- 

n a s  p o e c ilo rh y n c h a  zo n o rh y n c h a  Swinhoe(ガン 

カモ科）のもので，ウリカワの奮を荒らしたのはこの力 

ルガモの仕わざと判った。

この□はショウブの果実の採集が主目的であったので 

別の場所に移動してしまったが，どうも気がかりで2 日 

程おいて1981.7. 29に再度訪れて調べて見たらウリカワ 

は根元から喰いちぎられていたし，特にアギナシは惨た 

んたる有様であった。葉腋の小球茎を目的にクチバシで 

葉柄を押し拡げたらしく，堀り上げて見ると葉柄のつけ 

根がどれもちぎれかかっていた。別にこの葉柄を引きぬ 

いて喰べようとしたものではないようであった。

この場所の観察を続けるつもりだったのが台風15号の 

影響で名古屋の水草研究会の全国集会から帰るとなんと 

この耕地は利根川の増水で水没してしまっていた。 もと 

もとこの地は利根川の洪水を調節するための遊水池であ 

るためにやむを得ないことではあるが当分は観察は不可 

能となってしまった。

この遊水池の下流で利根川に合流する小貝HIの土手が 

决かいしたために遊水池への水の流入は若干少いとはい

っても，泥をかぶってしまったゥリカワをカルガモが再 

び喰べにくるかは判らない。

ともかくカルガモがウリカワやアギナジを喰べている 

ことだけは確認できたのである。

( 1981.8. 26)

〇ァオコの発生とオニバスの衰退（角 野 康 郎 ）

この夏，アオコの発生によってオニバス個体群が急激. 

に衰退してゆく現場を観察することができた。ここに， 

その経過をしるしておきたい。

神戸市垂水区神出町田井地区に，オニバスの生育する 

池が 2 つ，隣接してある。今，これらを東池，西池と呼 

ぼう。 7 月20日にこの池を訪れたとき，東池には少なく 

見積って200株が浮葉を展開しつつあり，一方，西池に 

は数株が散見された。この時点で東池は兵庫県下最大の 

オニバスの自生地であった。

次にこの池を訪れたのは8 月10日，東池の堤防に立っ 

た私は，これが同じ池かと一瞬，目を疑った。水面には 

ァオコが浮遊し，立派に生長しているであろうと期待し 

ていたオニバス群落の姿はなかった。周囲を歩き回って, 

元気のないオニバスの株をいくつか見い出せたにすぎな 

い。一方，西池は.株数こそ少ないが元気に生長して， 

大きな葉を展開していた。西池には，コカナダモ，クロ 

モ，センニンモなどの沈水植物群落が発達しているので 

たぶん，これらが栄養塩類を吸収するのであろう，ァオ 

コの発生は認められなかった。

わずか20日の間にアオコの発生が東池のオニバス個体 

群に壊滅的被害を与えたことは歴然としていたが，ァオ 

コの影響をもう少し具体的に調べる必要があると思い立 

ち両池での個体の生長を追跡することにした。何枚かの 

葉を選んでマークし， 2 日おきに葉茎を測定してみよう 

としたのである。オニバスの葉の生長は，約 1週間つづ 

くということなので (Okada, 1928) , 2 週間ほど通 

う計画をたてたが，実際には3回目の測定，つまり調査 

開始 4 日後に中断を余儀なくされた。何故なら，東池で 

マークして追跡を開始した葉 （ 6 枚）が， 4.日後には全 

て枯死して消えてしまったからである。若い葉の中には, 

既に 2 日目で腐ってしまったものもあった。

この間，西池のオニバスは順調に生長し， 4 日間で30 

cmから70011に広がったものもあった。東池では，新たに 

水面まで伸長してくる葉も認められたが，全て小さく（ 

10cmにも満たない），黄味をおびていて，すぐに消えそ
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うなものばかりであった。

岡 田 （ 1935 ) も述べているように，オニバスは狭適応 

性の種であるが，その生育地は山地ではなく，平地の水 

域であることからもうかがわれるように，けっして清澄 

な水を好む植物ではない，あ.る程度富栄養化した池沼で 

旺盛に繁茂する種であるといってよい。 しかし，ここに

見たように，富栄養化が極端に進みァオコが発生するに 

いたっては，オニバスの生育も著しく困難になると言え 

そうである。

この度の例は，オニバスの発芽が阻害されたのではな 

く，一旦，水面にまで達していた個体が被害を受けたと 

いう事実にも注目しておきたい。 もっとも，発芽〜幼葉 

期にはアオコは発生していなかったわけであるから，こ 

の発育段階へのァオコの影響はわからない。

なお，この池にオニバスの生育することは浜島繁隆氏 

の調査資料によって知ることができ,た。記してお礼申し 

上げる。
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〇シュナイダ_ 博士の来日

米国サウスウェスト• テキサス州立大学助教授Edwa

rd S chneider博士がオニバス研究のため来日されました 

世界中のスイレン科（広義）を研究中で，東洋にしかな 

いオニバスを自生地で調査するため日本を訪れられたも 

のです。オニバス群落が次々と消滅している現実を目の 

あたりにして，ずいぶん悲しんでおられましたが， 7 月 

17日から8 月10日まで，京都および神戸に滞在され，精 

力的に野外調査を続けられました。近い将来，その成果 

が形になるものと思われます。 （角野）

(4  P よりつづく）
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